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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和４年度第７回保倉区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  【協議事項】「地域活性化の方向性」の検討について（公開） 

３ 開催日時 

令和５年１月１９日（木）午後６時００分から午後６時４３分 

４ 開催場所 

上越市立保倉地区公民館 研修室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員： 丸山隆夫（会長）、池田つえ子（副会長）、今井二三夫、梅澤恭子、 

荻原輝義、笠原純一、河瀨青志、佐野 宏、平原 保、宮﨑邦夫 

（欠席者２名） 

・保倉地区町内会長

連絡協議会: 

 

池田会長 

・事務局： 北部まちづくりセンター：中村センター長、小川係長、千田主任 

８ 発言の内容 

【中村センター長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

・保倉地区町内会長連絡協議会 池田会長の紹介 

【丸山会長】 

・挨拶 

・会議録の確認：平原委員、宮﨑委員に依頼 
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議題【協議事項】「地域活性化の方向性」の検討について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

 ・資料№１「『地域活性化の方向性』の協議について」及び、 

資料№２「『地域活性化の方向性』の検討について」に基づき説明 

【丸山会長】 

  まず、資料№１の「地域活性化の方向性」作成に向けたスケジュールについて、質疑

を求める。 

【中村センター長】 

  資料には、事務局案を載せてあるが、本日このとおりとすると決定いただいたからと

言って、必ずしもこのように進めなくてはいけないということではない。協議の進み具

合で、その都度、軌道修正していくことは可能である。 

【丸山会長】 

  事務局案どおりで進めていいきたいと思うがいかがか。 

  （賛同の声） 

  それでは、次に、地域を元気にするためのイベントや「地域活性化の方向性」の作成

に向けた協議の中で出された意見に関する対応を「地域活性化の方向性」の作成後にす

るか、並行して行うか、委員の意見を求める。 

【佐野宏委員】 

  「地域活性化の方向性」の作成は早い段階で終わらせて、地域を元気にするためのイ

ベントなどの協議は、その後で行うのがよいと思う。まずは主題を決めることだと思う。

主題が決まらなければ、イベントも決められないと思う。すでに委員からイベントなど

の意見が出されてはいるが、「地域活性化の方向性」の協議の中でまた、各自色々と考え

てもらい、住民からの意見も加えて、「地域活性化の方向性」が完成した後で再び意見を

出し合えばよいのではないか。そのように進めていけば、ある程度の道筋が見えてくる

と思う。 

【丸山会長】 

  委員の意見は資料№２にまとめてあるが、これから地域住民の意見を募集するので、

住民の意見を聞いて進めていくことになる。佐野委員の言われた進め方で進めていきた

いと思うがいかがか。 

 （賛同の声） 
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  それでは、地域を元気にするためのイベントや「地域活性化の方向性」の作成に向け

た協議の中で出された意見に関する対応は、「地域活性化の方向性」の作成後に行うこと

とする。 

  次に、資料№２について、補足したいことや委員間で情報共有したいことなど発言を

求める。 

【河瀨委員】 

  次世代に残したいものの「保倉地区の行事、旧跡等」で「十数年前に当時の町内会長

が、保倉地区の行事・旧跡等の地図を作製した。それを見直し、掘り下げる」と意見し

たのは私だが、今、下青野の町内会館にその地図はある。確認したところ、今、公民館

で掲示してある地図と同じものであった。他の町内にはこの地図が残っていないのか。 

【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  その地図は、十数年前でなく、５年前に公民館事業で作成したものである。 

【荻原委員】 

  当時、町内会長をしていたが、各町内に２部ずつ配布してあるのではないか。確かに

地図は読んでみると、よいことがたくさん書いてある。 

【河瀨委員】 

  前町内会長の時の資料だとある人から聞いたのだが、その地図を基に色々なところを

巡ったという話も聞いた。 

【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  地図に書いてある箇所をバスで２回に分けて巡り、各町内の町内会長が色々と説明を

した。 

【池田副会長】 

  前公民館主事の方が企画されて、公民館事業で参加者を募集し行ったものだった。 

【中村センター長】 

  他の区でも委員の視察研修で市のマイクロバスを借り、区内を巡ったことがある。協

議や地域をさらによく知るための参考になるので、保倉区でも気候が落ち着いたら実施

してはどうかと思った。 

【佐野宏委員】 

  池田会長にお聞きしたいのだが、資料№２に保倉地区の行事が少ないという意見があ

り、体育大会や球技大会を残していきたいという声がある。前回、体育大会について小
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学校がアンケートを取ったと聞いたが、結論からすると、児童、保護者、先生方を含め

て、地域は参加しないという話になったということか。 

【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  アンケートは小学校のＰＴＡが今後について考えるために取られたもので、町内会長

連絡協議会が依頼したものではない。体育大会については、約８割が小学校だけで実施

したほうがよい、１割が地域と一緒に実施したほうがよい、残りの 1 割がどちらでもよ

いという回答だったとのことである。小学校も学校行事を計画する都合があるので、来

年度については、小学校のみでスポーツフェスティバルと称し、時間も半日かからない

程度で行うことがすでに決まっている。 

【佐野宏委員】 

  児童の保護者でアンケートの存在を知らない方がいた。おそらく、全校生徒の保護者

にアンケートをされたのだと思うが、どういう方法でとられたのかわからないので、疑

うわけではないがアンケートの信憑性が気になったので、質問してみた。 

【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  ＰＴＡ会長から結果を聞いたが、アンケートをどのような方法で実施されたかは不明

である。 

【佐野宏委員】 

  約８割の保護者が地域と一緒でなくてよいという中で、コロナ禍において地域で集ま

る機会が減っているため、地域住民が集まる機会を作りたいとなっても、どのようにし

て児童と保護者の協力を得ていけばよいのか難しいところである。協力ができないとい

うのであれば、また別の方法を考えていかなくてはならない。 

【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  保倉地区全体の体育大会について、今後は未定である。小学校の方針や、小学校を抜

きにして地域だけで行うかということもあるので、なんとも言えない状況である。なお、

各町内会長には、４月までに球技大会やラジオ体操、ファミリー綱引き大会への参加に

ついて、来年度どうしたいか町内の意向をまとめるよう話してある。 

【佐野宏委員】 

  保倉地区を活性化させる起爆剤は、子どもである。子どもが動けば、保護者も動く。

地域も元気になる。池田会長が言われたように、現状ではこの先どうなるかわからない

ので、今は様子見とするしかないと理解した。 
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【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  ここ数年、小学校で運動会や文化祭などの行事を実施しているが、参観する保護者の

人数も制限されている。私も町内会長の立場で参観させていただいたが、静かなものだ

った。現状では、学校側も大勢の方が来られるのは避けたいと考えている。 

【佐野宏委員】 

  新型コロナの位置付けが５類に引き下げられれば、また状況も変わるのかもしれない。

どうしても一緒は嫌だと言われてしまえば、それまでであり、その部分の意見はカット

するしかないと思う。無理強いをしても仕方ないことである。 

【笠原委員】 

  体育大会は保倉地区の体育大会であるから、主催は町内会長連絡協議会である。小学

校がどうこうではなく、開催の有無については町内会長連絡協議会が主導で決めるもの

だと思う。球技大会や他の行事もそうである。そのために町内会長連絡協議会には体育

委員がいる。コロナ禍の影響で、現状は行事を開催できないのは理解している。だが、

今後、町内会長連絡協議会で行事を開催するとなった時に小学校の協力を得られるのか

どうかが問題であり、そこの確認が必要だと思っている。そこをはっきりとさせ、町内

会長連絡協議会としてどうするか、それに対して地域協議会委員は町内会長連絡協議会

と話し合い、保倉地区をよくするためにはどうするかを協議していく必要があると思う。 

【保倉地区町内会長連絡協議会：池田会長】 

  体育大会については小学校から話があったが、球技大会などについては、４月に体育

委員など全員集めて町内会長連絡協議会で話し合う予定である。昨年、一昨年も同様の

ことを行っているが、体育委員からコロナ禍でまだ開催は控えたほうがよいのではない

かという話があり、中止とした。町内会長だけで開催の有無を決めているわけではなく、

各方面から話を聞いて決めている。 

【丸山会長】 

  保倉地区の方が全員集まる機会は体育大会だったため、委員からも継続を望む声があ

る。その点について、池田会長はじめ町内会長連絡協議会の皆さんから協力いただけれ

ばと思う。 

  他に意見を求めるがなし。 

それでは、「地域活性化の方向性」については、地域協議会だよりで募集する住民の意

見と合わせて、次回以降も協議していくこととする。 
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  次に「その他」について、事務局へ説明を求める。 

【千田主任】 

  次回協議会は２月中旬から下旬を考えている。日程は、会長と相談の上、決まり次第

お知らせしたい。 

【丸山会長】 

 ・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 北部まちづくりセンター 

    TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 
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